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　1．はじめに

　北極地域の気象に関する調査研究の歴史は，当然南極

地域の比ではない筈であるが，しかし，現在のわが国

で，極地気象といえば，その殆んどが南極に向けられて

いるといっても過言ではないであろう．南極が，IGY

をその契機として，国際的に組織だった研究観測をして

いるのに対して，北極には，それに類する組織がないか

らともいえるのではなかろうか．

　北極について行なわれた全ての文献は，Tbe　Arctic

Institute　of　North　Americaから，“Arctic　Biblio・

graphy”，vols．1～7，として1953年から1957年にわた

って出版されている．各巻とも1，000頁にわたる分厚い

本であるが，その内で，Ar面cの項目の内の，Meteor－

010gyを引けば，たとえば，Alaska，Arctic　Basin，Cana－

da，U・S・S・R等の地域毎の論文が，また，Arcticの項目

の内には，Instrumentsや，Observationsの欄もあって

非常に詳細に括められているが，20年以上も経過してい

るのが難点である．

　Arctic　Meteorologyという語は，Dorsey（1951）が

“Gompendium　of　Meteorology”のPolar　Meteo1・

010gyのセクションで使っており，同じセクションで，

Hare（1951）は，Arctic　and　Subarcticの気候について

論じている．また，Hare（1968）は“TheArctic”の
へ

論題で，Qμart，J．Roy．Met．soc．の中で，Barry・

Hare（1974）は“Arcticand　Alpine　Environments，，

の中で，“Arctic　Climate”の論題で，北極域の総観

気象および気候について述べている．

　しかし，Arctic　Meteorologyといった，そのものずば

りの教科書がある訳ではなく，また北極の気象に関する

論文もそう多くはない．入門講座に極地気象学が取り上

げられたのは今回が初めてであるので，ここでは北極域
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の気象現象を扱った論文を，いくつかの分野に分けて紹

介する形をとった．

　2．ジャーナル

　北極の気象に関する論文は，よく知られている各国の

気象学会のジャーナルに時々見られるが，そう頻繁には

出ていないので，見落とすほうが多いかもしれない．そ

んな時には，American　Meteorological　Societyか

ら刊行されている“Meteorologica1＆Geoastrophy・

sical　Abstracts”のSu切ect　IndexでArcticから探

すのが早い．比較的多くの論文が投稿されているのは，

Monthly　Weather　Reviewではないだろうか．北極に

関するジャーナルはあまり知られていないので，ここで

紹介すると，北極そのものずばりの“Arctic”はThe

hstitute　of　North　Americaのジャーナルとして，

1948年から刊行されており，国立極地研究所，東京都立

大学理学部は創刊から，北海道大学低温科学研究所には

1949年の第2巻から揃っている．また，University　of

ColoradoのThehlstituteofArcticandAlpine
Researchから“Arctic　and　Alpine　Research，，が

1969年から刊行され，北海道大学低温研究所，国立極地研

究所は創刊から，その他，最近号からは東京大学理学部，

筑波大等でもみることができる．しかし，これらのジャ

ーナルは地理学的な論文が主で，氷河，永久凍土から北

極域の動・植物相まで北極全般にわたっており，最近は

自然科学ばかりでなく，社会科学の論文も含まれるよう

になってきた．気象学に関係する論文としては，気象衛

星による海氷の分布，気候変動の論文もみられるが，い

わゆるArctic　Meteorologyに関するものは非常に少な

いといえる．イギリスのhtemationalGlaciological

societyが発行している“Joumal　ofGlaciology”は，

前述のジャーナルに比してかなり気象学，気候学に近い

分野の論文を掲載しているが，内容の多くは氷河関係で

占められている．しかし，積雪，雪結晶，水の凍結実験
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等に関する論文も時々投稿される．1979年5月にElsev・

ier　Scienti6c　Publis猛ng　Companyから　“Cold

Regions　Science　and　Technology”が発刊される予

定のようで，この中には，水の凍結，雪氷を含む広い範

囲の物理・化学に関する論文が対象になるようである．

日本極地研究振興会が発行している“極地”は，目下の

ところ南極関係の記事が圧倒的に多いのは，その出発が

日本の南極観測の開始に由来しているからであろう．

　3．氷　晶

　寒冷地における氷晶に注目した観測は，旧満洲での

Itoo（1953）のものがよく知られているが，北極域に近

いものとしては，01iver・Oliver（1949）カミ古い．

Thuman・Robinson（1954）は，AlaskaのFairbanks

近くのEielsonAirForceBaseの観測に基づいて，氷

晶を　hexagonal　plates，prismatic　columnsの他に

“droxtals”に分類した．その後，AlaskaのFairbanks

の氷霧が注目され，Kumai（1964）は氷晶をその中心

核の面から，Benson（1965）は大気汚染との関係から，

BowHng8’ol．（1968）は気圧配置との関係を取り扱っ

たが，Ohtake（1970）によってくわしく研究された．

最近，Ohtake6加1．（1978）はAlaskaのBarrow付近

での氷晶の形成機構を，地上観測の他に航空機を用いた

観測も行なっている．Alaska以外の北極域での氷晶の

観測としては，Canada，Northwest　Territory，Inuvik

で行なわれた観測結果を括めたMagono（1978）の報

告が新しい．一方，Siberiaにおける氷晶については，

Zamo「skii（1955）の著書が古いが，Klinov（1g60）

の著書に詳細に述べられており，その一部の崎形雪のと

ころは菊地（1974）によって訳されている．

　4．北極前線

　氷晶以外の北極域での研究の多くは，北極前線に関す

る解析的研究が主で，最近では，それが気象衛星の写真

からも確認できるようになったというのが多いようであ

る．Reed・K㎜ke1（1960）は，1952～1956年のデータ

をもとにして，夏季の600N以北の平均的な高・低気

圧の発生頻度の解析を行ない，さらに，Reed（1960）

は同じデータを用いて，前線の発生頻度を示した．こ

れらをもとに，彼は北極前線の成因および北極海周辺部

の気象状態の原因は，主として北シベリア地域での傾圧

不安定によるものとしている．一方，冬季のこのような

解析は，1952～1957年のデータをもとにして，Keegan

（1958）によって行なわれた．彼は北極前線には言及し

なかったが，W皿1iams（1958）はAlaska内陸部に降
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雪をもたらす“Secondary　arctic　fωnt”として注目し

た．しか’し，Reed（1960）は北極前線（Arctic丘ont）

は夏季のみだけであって，冬季には存在しないと結論づ

けた．しかし，最近では，Barry（1967）が850mb天

気図を使って，またHare（1968）の解析から，冬季の

北極前線の存在も証明されている．つまり，北極前線

は，冬季の北極域での強い接地逆転のために，地上付近

の“cold　poo1”の上に浮かんだ形になり，いわゆる

“masked　fヒont”になってしまい，地上天気図による解

析だけでは正確な位置づけは困難なのである．Alaska

内陸部の冬季の北極前線と降雪の関係については，

Wmis・Grice（1977）に詳しい．これら北極前線に伴

う雲分布については，Streten（1974），W皿is・Grice

（1975），Dunn・Grice（1975）がある．

　5．接地逆転，放射冷却，熱収支　等

　極地で冬季の特有の現象といえば，接地逆転がある．

Alaska，Fairbanksでのラジオゾンデのデータを解析し

たB皿e皿o（1966）をは、じめとして，Benson（1970），

Wendler（1969），wendler・Jayaweera（1972），

Wendler・Nicpon（1975）等があるが，それによると，

大気下層200mで20。Cの温度差は決してめずらしく

はないとのことである．接地逆転の生成が，大気や雪面

からの熱損失だけでは説明でぎず，大気中の氷晶からの

放射にもよるという考え方に，Gotaas・Benson（1965）

や，Bowling（1970）がある．北極域での雪面，また

地形，地域による熱収支を取り扱ったものとしては，

Vowhckel・Orvig（1964；1965a；b；1966；1967），

Vowincke1・Taylor（1965）や，Wendler（1967；

1971），Oort（1974）等がある．最近北極域での層雲の

性質を論じたものにJayaweera・ohtake（1973）が

あり，Herman・Goody（1976）は特に夏の層雲の生

成および存在過程を数値モデルで取り扱っている．

　この他，エー・ゾル粒子のバックグラウンドの観測も

いくつか行なわれている（Flyger8」α1．，1973；Hogan

8∫α1．，1975；Kikuchi6’α乙，1978）．

　6．あとがき

　北極の気象といっても，比較的文献が手に入り易い範

囲の主としてAlaska，Canadaを取り扱ったものを中

心に紹介した．ソ連ではどの辺まで手がつけられてい

るかよくわからないが，少なくとも氷晶に関しては，

Klinov（1960）以来あまり論文は見当たらないようで

ある．最近のKlinovからの手紙では，彼自身も大気汚

染の分野の研究に変わったようである．氷晶や北極前線

、天気”26．9．
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については大分観測データが集積され，現状がわかって

きつつあるように思える．これからは，その生成過程が

注目されるようになる、であろう．そんな時に，Polex

Northの観測が遂行されるのは，まことにタイミソグが

良いと言わざるを得ない．

　北極気象に関する研究を進めるといっても，高層観測

はもちろんのこと，地上観測点も極端に少なく，その

上，氷晶等の観測となれば，一40。C以下という過酷な

条件下で行なわなければならず，いつでも，どこでも，

誰でもがという訳にもゆかないけれども，北半球の気候

をコントロールしている北極気団，またその中で生じて

いる種々のスケールの気象現象に，もう少し注意が払わ

れてもよいのではないだろうか．
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